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1 

 

 

 メンタルヘルスの問題があっても専門的な支援を受ける人が少なく, その現象はサービス

ギャップと呼ばれている。このサービスギャップの問題と関連する要素として援助要請行動が

ある。援助要請行動は「仮に他者が時間や労力を費やしてくれるなら解決・軽減する見込みの

ある問題を抱えている個人が, 他人に援助を求める行動」と定義されている(DePaulo, 1983)。 

先行研究を概観した結果，援助要請のモデルや関連要因について検討している研究はあるが，

それらの研究に基づいた援助要請の促進に関する介入研究は少なく，エビデンスのある促進方

法は確認されていない。健康信念モデル (Rosenstock, 1996)の「行動自体の障壁と利点」に

対応し，援助要請態度・意図と相関のあった「援助利益の予期」と「セルフスティグマ」の 2

つの要因 (Nam et al., 2013; Li et al., 2014)を操作した介入の検討も行われていない。ま

た，数多くの促進研究が一般集団を対象としているため，精神的に不調を抱える者を対象とし

た検討も不十分であった(Gulliver et al., 2012)。 

そこで，本研究は次に示す２つを目的とした。１つ目は，「援助利益の予期」を高める情報や

「セルフスティグマ」を低減させる情報を提示した際の，心理療法への援助要請意図の変化を

検討することであった。２つ目は，メンタルヘルス状態によって情報提示を行った際の効果に

差が生じるのかを検討することであった。 

情報提示内容群 3 (援助利益予期群，セルフスティグマ低減群，統制群)×メンタルヘルス状

態 2 (K6 高群・K6低群)の分散分析を行った結果, 統制群より情報提示を行った群（援助利益

予期群，セルフスティグマ低減群）の方が有意に援助要請意図は高まったが,メンタルヘルス

状態の高低による群間の差異は認められなかった。この結果は, 情報提示の介入を行った方が

援助要請意図は高まるという点で仮説を一部支持するものであったが, 参加者のメンタルヘ

ルス状態が悪い者の方が援助要請意図は高まるという仮説は支持されなかった。本研究により, 

基礎研究に基づいた要因を操作することで援助要請意図が高まることが分かり, メンタルヘ

ルス状態の高低による介入効果の差異は認められなかった。メンタルヘルス状態が悪い者に限

らずに心理療法が効果的だという情報を伝えることで, 心理療法への援助要請意図が高まり, 

サービスギャップ改善の一助となるのではないかと考える。 
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